




























Miyoshi Takehiro（創価大学法学部 1 期生、第 2 回滝山祭実行委員長）
　
＊本稿は、創価教育研究所講演会での講演（2011 年 7 月 1 日）に加筆・訂正したものである。
―80―
創立者と共に　創立者の精神で
　そういう中で、創立者は 1964 年に創価大学の設立構想を発表され、1971 年 4 月 2 日、創価大
学が開学。4 月 10 日、1 期生が入学しました。まさに荒廃した教育界の真っただ中で、創価大学




　初めに、私の体験も交えながら、1973 年を迎えるまでの創価大学の 2 年間を少し振り返って
みたいと思います。



































　翌 72 年 4 月、2 期生の第二回入学式にも、創立者はご出席になりませんでした。そこで、第
一回滝山祭には、何としても創立者をお迎えしようという機運が大きく盛り上がりました。田代
全寮代表を中心に団結し、創立者を何としてもお迎えするぞ、と一切をそこに焦点を当てて準備





































































入学式。私たちは飛び上がって喜びました。本当にいよいよだな、まさに私たち 1 期生、2 期生
にとっても、自分たちの本当の入学式を迎えられる、そういう思いでした。
　3 期生は、“本門の 1 期生”だと、かつて創立者は言われたことがあります。創価大学の開学
は 1973 年に、という考え方があったということです。しかし、大学紛争に揺れていた時代に一
日も早く、真の学問、教育の場を出発させたい、という考えから予定を早め、1971 年に開学し












































　新入生が大学生活、寮生活に慣れたと思われる、入寮して約 1 カ月後の 5 月 15 日、滝山寮に
おいて、第二回滝山祭実行委員会が発足しました。実行委員会の体制、テーマ、内容、日程な
ど、皆で話し合い、一つ一つ決めていきました。もちろん、すんなり決まったわけではありませ
ん。8 回の実行委員会を開き、それも、深夜 1 時、2 時まで討議を重ねました。その結果、日程
も 7 月 13、14、15 の 3 日間と決まり、滝山祭の全貌が明らかになりました。あとは一つ一つ磨
き上げ、具体化していけばいいわけです。
創立者ご来学



















































































　そして本文の初めには、「去る 6 月 21 日午後 6 時 25 分より、S201 教室において、第 1 回全寮
大会が開かれた。終始大きな盛り上がりを見せ、滝山祭に向けての新たなる前進の契機となった。
まず武田節、学生歌に始まり、キャップ紹介、個性豊かな各寮アピールと続いた」とあります。































　7 月 8 日、再び、創立者との懇談会に参加させていただきました。創立者のご指導を伺い、断
じて滝山祭を大成功させるぞと、深く深く決意しました。この日は、私にとって生涯忘れられな
い原点の日となりました。





































　滝山祭 1 日目の 13 日午後、中央体育館で、創立者記念講演が「スコラ哲学と現代文明」と題
























































































































































































































































































































































































　今年（2011 年）入学の創大生、創価女子短大生は、3・11 東日本大震災のため、4 月に入学式
が行われず、5 月 5 日に「新入生の集い」があり、創立者がメッセージを下さいました。その中
に、次のような一文があります。
　「ともあれ現在、対談を重ねているモスクワ大学のサドーヴニチィ総長とも一致しましたが、
大学と創立者の命は完璧に、また永遠に一体不二であります。私は、いつでも厳然と皆さんを見
守り続けております」
　この一文は、創価大学に学んだ私たちの立場に置き換えて考えてみると、どのようになるので
しょうか。すなわち、私たちの生命が創立者の生命と完璧に、また永遠に一体不二であってこそ、
創価大学に学び、生き抜く“私たち創大生”の存在意義があるといえる、ということになるので
はないでしょうか。表題に掲げた、「創立者と共に　創立者の精神で」というテーマは、このこ
とを表現しようとしたものだと私は思っています。
　生涯、「創立者と共に　創立者の精神で」、創大生として生きて、三大モットーの教育、文化、
平和に貢献していきたいと思います。そこにこそ、創価大学に学んだ一人としての誇りがある、
と私は確信しています。
　きょう、母校・創価大学の草創のころの話をさせていただくことによって、私の「原点への
旅」をさせていただきました。これからも、死ぬまで「原点への旅」を続け、創大生として生き
抜いていく決意です。
　とりとめのない話になってしまいました。以上で私の話を終わらせていただきます。
　ご清聴いただきまして、本当にありがとうございました。
